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市では市制施行５０周年を記念して我孫子市マスコットキャラクター「手賀沼のうなきち

さん」の石像を制作しました。 

市制施行５０周年の記念制作にあたっては、子どもから大人まで親しめること、市制施行

１００周年まで残る物を作りたいという想いから石像を制作することになりました。 

手賀沼のうなきちさんは触ると何かとうなぎのぼりになると言われていることから、手の

ひらや足の裏を触れるように座った姿をモチーフにしています。また、様々なイベントなど

でも活用できるように、自治体のゆるキャラとしては全国的にも珍しい移動可能なサイズの

石像にしました。 

本来は市制施行５０周年記念日である令和２年７月１日までの完成を予定していました

が、新型コロナウイルス感染症の影響による式典延期に合わせて製作時期を変更しました。 

３月１８日に完成し、今後は水の館など市内公共施設などで一般公開を予定しています。 

 

【石像寸法】 

幅４０ｃｍ×奥行４０ｃｍ×高さ５３ｃｍ（帽子含む）、重さ約６０ｋｇ 

【素材】 

石種６５４(御影石) 

【製作費】 

税込み６３万８０００円 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 

我孫子市総務部秘書広報課 

担当 小池・山田 

☎０４－７１８５－２４９３ 

令和３年３月３０日 

定例記者会見資料 

触ると何かとうなぎのぼり！？ 

手賀沼のうなきちさんの石像が完成！ 

Abiko city 


